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人口と面積( 63. 8. 1)
世 帯235, 974
人 囗640, 242 人
男324, 967 人
女315, 275 人

面 積53. 25km2
人囗 密度12, 023 人/ km2

〈月2 回( 5 日、20日) 発行 〉

人生80 年時代
もっと楽しく、いきいきと

9 月15日は〝敬老の日〟

9 月15日 は「敬老の日 」、この日 から21日ま
では「老人福祉週間」です。区では、人生80
年の長寿社会を迎え、儲斎で生きがいのある
充 実した生活が送れるよう、さまざ まな老人
福祉施策の充実に努めています。
先ごろ 、65鑞以上のおとしより のいる家庭
を対象に「おとしよりの手引」を作成し、配
布しまし た。もうお手元に届きまし たでし4
う か。
今回は、これらの手引や、敬老の日 にちなん
だ催し物などをご紹介します。

「
お
と
し
よ
り
の
手
引

」
と

「
リ
ブ
・
イ
ン
」
で

生
き
が
い
情
報
新
発
見

老
人
2
フ
フ
に
入
り
た
い
け
ど

ど
こ
へ
聞
け
ば
い
い
の
か
し
ら
…
。

そ
ん
な
時
、「
お
と
し
よ
り
の
手

引
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、お
と
し
よ
り
の
健
康
、

年
金
、
仕
事
、
住
ま
い
な
ど
の
生

活
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
「
お
と
し
よ
り
の
手
引
」
を
6
5

歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
の
い
る
家

庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

お
と
し
よ
り
の
問
題
で
困
っ
た

時
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
先
月
、
各
ご
家
庭
に
配

布
し
た
区
政
情
報
誌
「
リ
フ

ーイ

ン
」(
く
ら
し
の
便
利
帳
珊
)
に

も
、
お
と
し
よ
り
に
関
す
る
情
報

か
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
と
し
よ
り
に
関
す
る
区
の
事

業
を
知
り
た
い
時
に
、
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
(
索
引
)
の
(
お
年
寄
り
繽
〉

を
ご
覧
い
た
だ
け
ば
、
一
目
で
知

り
た
い
項
目
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
(
ト
ラ
ブ
ル
編
〉(

女
性
編
〉
〈
子
ど
も
編
〉(

健

康
編
)

な
ど
に
分
け
て
掲
載

。
知

り
た
い
と
き
に
、
知
り
た
い
情
報

が
得
ら
れ
る
「
リ
フ

ー
イ
ン

」
を

身
近
な
情
報
紙
と
し
て
こ
活
用
く

だ
さ
い

。

問
合
せ
先

「
お
と
し
よ
り
の
手

引

」
…
老
人
福
祉
係
、「
リ
フ
・

イ
ン

」:
‘広
報
係
(

と
も
に
本

庁
舎

さ
貎
1
1
1
1

㈹
)

便
利
な
も
の
が
で
き
ま
し
た
ね
え

今
回

、「
お
と
し
よ
り
の
手
引
」

「
リ
フ

ー
イ
ン
」の
P
R

に
こ
登
場

い
た
だ
き
ま
し
た
池
本
ワ
サ
さ
ん

(
柳
原
二
丁
目
)

―
写
真
l
l
は
、

今
年
、1
0
ひ
歳
の
挺
生
日
を
ご
家

族
の
み
な
さ
ん
に
祝
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、「
何
で
も
よ

く
食
べ
、
水
戸
黄
門
を
見
る
事
で

す
」
と
、
笑
顔
で
話
す
お
元
気
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

敬
老
祝
品

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
の
贈
呈

社
会
福
祉
協
議
会
で
は

、
敬
老

の
日
に
喜
寿

、
傘
寿

、
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
、
そ
の
長
寿
を
祝

い

、
記
念
品
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

券
を
贈
呈
し
ま
す

。

対
象

▽
喜
寿
(

満
7
7歳
)
・
:
明

治
4
3年
殳
M
W
日
が
ら
明
治
4
4年

Q
首
哺
日
に
生
ま
れ
た
万

▽
傘

寿
(
満
8
0歳
)
…
明
治
4
0年
9

月

1
7曰
か
ら
明
治
4
1年
Q
肖
1
6
日
に

生
ま
れ
た
万

▽
米
寿
(
満
8
8歳
)

…
明
治
茗
旻
M

伊
日
が
ら
明
治

3
3年
9

月
1
6日
に
生
ま
れ
た
方

祝
品

▽
喜
寿
・
:
カ
シ
ミ
ア
入
純

毛
毛
布

▽
傘
寿
…
銅
製
茶
器

セ
ッ
ト
(
急
須

、茶
筒
)

▽
米

寿
=
・
銀
杯

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
券

人
-

戸枚

(油
帛
愕
砌
期
賜
凶
旻
濕
口
旬
日

ま
で
)

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

豊
8
8
8
1
5
5
0

加
入
し
ま
せ
ん
か

-
老
人
ク
ラ
ブ
-

区
内
に
は
、1
8
8の
老
人
ク
ラ

フ
ガ
あ
り
、冫
乃
1
千
人
の
方
が
た

が
会
員
と
し
て
、
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

老
人
2
フ
フ
は
、
地
顋
の
お
と

し
よ
り
か
老
後
の
生
活
を
、
健
全

で
明
る
い
も
の
に
す
る
た
め
、
自

主
的
に
組
織
し
、2
フ
フ
活
動
を

通
じ
て
老
人
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
ひ
と
り
暮
ら
し

、
ね
た
き
り
老

人
の
訪
問
な
ど
の
社
会
奉
仕
活
動

▽
老
人
大
学

、
手
芸
・
俳
句
な
ど

の
教
養
講
座

▽
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
、
ハ
イ
キ
ン
フ

な
ど
の
健
康
増
進
活
動

こ
の
他
、
誕
生
会
、
敬
老
会
、

旅
行
な
ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
フ
ヘ
の
加
入
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

対
象

お
お
む
ね
6
0歳
以
上
の
方

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
福
祉

係

霤
8
8
2
1
1
1
1
㈹

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
バ
ザ
ー
に

ご
協
力
を

軽
贊
老
人
ホ
ー
乙
・
し
ま
ね
靂

で
は
、
1
0日
冐
咼
万
ら
1
6日
に
か
け
、

「
し
ま
ね
圜
祭
」
を
行
い
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
バ
ザ
ー
の
た

め
に
古
本
、
陶
器
、
手
芸
作
品

、

タ
オ
ル
な
ど
を
こ
寄
付
く
だ
さ
い

(
1
0月
1
日
ま
で
)
。

ま
た

、
バ
ザ
ー
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ

「
尸
と
し
て
こ
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

場
所
・
問
合
せ
先

し
ま
ね
毘

島
根
2
-
2
4
1
2

壺
8
8
5
4
6
0
1

生
活
教
室
講
演
会

「
老
後
の
く
ら
し
と
経
済
」

日
時
9
月
1
3
日
図
、
午
後
1
時
3
0
　

分～
3
時
3
0
分

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

講
師

神
谷
満
雄
氏
(
中
部
大
学

教
授
)

定
異
4
0
人

費
用

無
料

申
込
万
法

息
冐
)日
か
う
直
接
窓

口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ
ー

・
1
6
0
5
7
1
0
1

水
彩
画
教
室

日
時
1
0

月
～
3
月
ま
で
月
2

回

(
第
1
・
3
水
曜
日
)
午
後
1
時

軈
所

老
人
会
館

対
象
6
0

歳
以
上
の
区
民

内
容

水
彩
画
を
初
歩
が
ら
学
び

ま
懼

費
用

無
料

定
員
3
0

人
(

多
数
の
場
合
は
抽

選
)

申
込
方
法

直
接
窓
ロ
ガ
電
話
で

申
込
期
限
9

月
1
1日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

西
保
木
間
4
-
9
1
1

魯
8
5
9
9
7
3
2

足
立
区
民

交
通
安
全
の
集
い

-
お
と
し
よ
り
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
-

日
時
Q

ぬ
M
白
田
、午
前
1
0時
が
ら

場
所

文
化
会
館

内
容

俳
優
、
若
山
富
三
郎
さ
ん

の
講
演
や
歌
手
、岸
ま
ゆ
み
さ
ん

の
歌
な
ど
の
ほ
が
、交
通
安
全
に

関
す
る
行
事
が
も
り
だ
く
さ
ん

主
催

足
立
区
、千
住
・
西
新
井
・

綾
瀬
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
交

通
安
全
担
当

壼
貘
5
1
フ
3

鍼
灸
無
料
奉
仕
治
療

日
時
9
[
月
1
5
日
(
敬
老
の
日
)
、

午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
所

老
人
会
館

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民

定
員
1
0
0

人
(
先
着
順
)

問
合
せ
先

東
京
都
鍼
灸
臍
会
足

立
支
部

吉
山

萱
8
8
7
0
7
5
4

敬
老
の
日

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

み
ん
な
集
ま
れ
!

楽
し
い
つ
ど
い

日
時
9
月
1
0
日
叫
午
後
2
　

時
～
4
眄

廳
所

東
部
セ
ン
タ
ー

内
容

小
・
中
・
高
校
生
に
よ

る
濟
彫
公
演
、ゲ
ー
乙
あ
そ
び
。

お
田
さ
ん
、お
と
し
よ
り
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
、コ
上
フ
ス

、

踊
り
な
ど
出
し
物
が
い
つ
ぱ

い
。
ま
た
、ご
来
場
啻
に

、子

供
た
ち
手
つ
く
り
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
ガ
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ
ー

き
6
0
5フ
ー
0
1

高
齢
者
の

交
通
安
全
旬
間

9
月
1
1日
～
2
0日

健
康
に
は

歩
く
の
が
い
ち
ば
ん

で
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

交
通
安
全
シ
グ
ナ
ル
④

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
歩
く
こ
と

の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
歩
行
中
の
事

敵
が
お
と
し
よ
り
の
場
合
に
は

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
足
立
区

の
お
と
し
よ
り
(
6
0
歳
以
上
)

の
死
傷
者
が
、昨
年
1
5

町
人
あ

り
ま
し
た
。こ
の
う
↑つ
2
3・
5
%

が
歩
行
中
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
直
前
直
後
の
横
断
、

横
断
途
中
で
戻
っ
て
し
ま
う
、

横
断
歩
道
以
外
の
所
を
横
断
す

る
。
こ
れ
ら
が
お
と
し
よ
り
の

歩
行
中
の
事
故
原
因
の
大
…半
を

占
め
て
い
ま
す
。

お
と
し
よ
り
に
限
ら
ず
、
道

路
の
横
断
は
、
渡
る
前
に
「
立

ち
止
ま
る
」「
よ
『く
見
る
』、
渡

る
と
き
は
「
可
み
や
か
に
」
を

励
行
し
ま
し
よ
う
。

〈
干
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
警
察
署
〉

選挙一

口メモ

投票所
入場整理券
はチケット?
足立区長選挙
9月11日

投
票
日
が
近
づ
く
と
、
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
有
権
者
の
皆

さ
ん
へ
「
投
票
所
入

場
蒭
理
券
いを
郵
送

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、映
画
の

入
場
券
な
ど
と
は

異
な
り
、こ
れ
が
な

い
と
投
票
所
に
入

れ
な
い
と
が
、こ
れ

さ
え
持
っ
て
い
け
ば
無
条
件
に

投
票
で
き
る
と
言
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
甬
で
は
、
投
票
し
よ
う

と
す
る
方
が
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
選
挙
人
本
人
で

あ
る
が
、
名
簿
と
対
照
し
、
確

認
し
て
い
ま
す
。

こ
の
対
照
を
的
確
か
つ
円
滑

に
す
る
た
め
に

交
付
し
て
い
る

の
が
「
投
票
所

入
場
整
理
券
」

で
す
。

・

仮
に
入
場
整

撞
券
を
忘
れ
た

場
8
、選
挙
人
名

簿
と
対
照
の
結
果
、
本
人
と
確

認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

〈
選
挙
管
理
委
員
会
〉
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9 月は

障
害
者
雇
用

促
進
月
間
で
す

ど
の
人
も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
適
性
と
能
力
に
5

じ
た
仕
一
に
就

き
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。
障
害
者
が

職
巣
的
自
立
の
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、障
害
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、

雇
用
の
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
大
変
残
念
な
こ
と
で

す

。
会
社
や
工
堤
・
商
店
な
ど
で

、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
や
関
心

が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
健
常
者
と
と
も
に
仕
事
に
励
ん
で
い
る
障
害

者
も
増
え
て
き
ま
し
た

。け
れ
ど
も

。勵
く
意
欲
を
持
っ
て
い
て
も
、

仕
事
に
就
け
な
い
障
害
者
も
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

9
月
は
陣
害
者
一

用
促
進
月
間
で
す

。
障
害
者
の
艦
用
の
場
を
広

げ
る
た
め
に
、
事
葉
主
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

充
実
し
ま
し
た

雇
用
の
助
成
制
度

障
害
者
と
事
業
所
の
努
力
を
支

え
、
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
し
て

い
く
た
め
に
、
法
律
や
制
度
も
大

き
く
改
魯
さ
れ
て
き
ま
し
た
。6
3

年
4
月
1
日
か
ら
「
障
害
者
の
雇

用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律
に

つ
い
て
は
、従
来
身
体
障
害
者
に

対
象
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
柵
神
蓐
弱
者
、
柵
神
障
害
者

等
す
べ
て
の
障
害
者
に
対
象
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
柵
神
薄
弱
者

を
雇
用
す
る
場
合
な
ど
、
事
業
所

へ
の
助
成
制
度
が
充
実
し
、一
用

の
促
進
と
安
定
に
向
け
て
大
壽
く

前
進
し
ま
し
た
。

公
共
職
業
安
足
所
で
は
、
陣
害

奢
の
雇
用
の
た
め
の
窓
口
を
設

け
、求
人
、
求
職
な
ど
、
観
身
に

な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
方
も
障
害
者
の
方
も

積
優
的
に
職
業
安
定
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

「
障
害
者
の
雇
用
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
」の
主
な
内
容

「
陣
害
者
の
一
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
精
神
蓐
弱
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
の
方
は

。
身
体
障
害
者

と
同
様
に
一

用
事
の
算
足
に
あ
た

つ
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
雇
用
調
整
金
お
よ
び
報

奨
金
の
支
給
に
あ
た
っ
て
も
、
精

神
蓐
弱
者
を
身
体
障
害
者
と
同
様

に
算
入
で
き
ま
す
。

②
在
職
中
の
従
業
員
が
障
害
者

と
な
っ
た
場
合
に
、
継
続
し
て
騷

用
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
や
設

備
を
整
備
す
る
事
業
主
に
対
し
て

助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

③
障
害
者
の
職
業
リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
関
係
す
る
施
設
を
法

律
上
位
置
づ
け
る
と
と
も
に

、一

巣
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の

整
備
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

④
民
間
企
業
に
お
け
る
身
体
陣

害
者
の
一

用
冪
が
1
.
6
%に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
A

障
害
福
祉
課
V

障
害
者
就
職
相
談
会

陣
害
者
の
方
を
対
象
に
、
事
業

主
の
方
と
の
面
接
方
式
で

、
就
職

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
9

月
1
4日
(
水
)
、
午
後
1
　

時
3
0分
I
4

時

場
所

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
第

1
ホ
ー
ル
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
、

綾
瀬
駅
西
口
か
ら
徒
歩
3
分
)

持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
、
履
歴
S

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業
安
定

所
・
障
害
者
コ
ー
ナ
ー

き
8
8
2
1
2
8
7

心
身
障
害
者
(
児
)

の
巡
回
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

に
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

襦
装
具
、
就
職
な
ど
の
相
談
は

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
帳
交
付
の
相
談
は
各

福
祉
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時
1
0
月
2
日
(
水
)
、午

後
1
時
～
5
時
(
受
付
は
午
後

3
時
ま
で
)

場
所

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
a
1
0
0人
(
先
昔
順
)

申
込
力
法

福
祉
事
務
所
窓
口
ま

た
は
電
話
で
予
約

受
付
期
間
9

月
1
6日
1
2
2日

申
込
・
問
合
せ
先

管
略
福
祉
亊

務
所
障
害
者
援
護
係
(
別
表
)

届
き
ま
し
た
か

新
障
受
給
者
証

新
し
い
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
を
、
受
給
者
の
方
に
8
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
。ま
だ
、

受
給
者
証
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
間
の
過
ぎ
た
旧

受
給
者
証
は
、
持
参
ま
た
は
、
郵

送
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係

魯
8
8
2
1
1
1
1㈹

梅
島
生
活
実
習
所

陶
芸
教
室

障
害
を
も
つ
人
た
ち
と
一
緒
に

陶
芸
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

生
活
奥
習
所
で
は
、陶
芸
ク
ラ

ブ
に
参
加
し
、
障
害
を
も
つ
人
と

と
も
に
陶
芸
活
動
を
行
う
こ
と
に

興
味
、
関
心
の
あ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

日
時
(
後
期
コ
ー
ス
)
1
0
月
～

1
月
の
木
曜
日
で
月
2
回
(
計

8
回
)
、
午
前
1
0時
I
正
午

定
員
5

人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
紀

申
込
期
限
9

月
1
2日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

梅
島
生
活
実

習
所
(
〒
1
2
1梅
島
3
-
3
1
1
　
1
9

豐
哨
1
3
7
9
)

あ な た の 職 場 に 障 害 者 を

巡回相談申込・問合せ先

挑
戦
す
る
姿
勢
が

あ
れ
ば
大
丈
夫
!

千
住
曙
町
作
業
所
訓
練
生

山
崎
秀
子
さん

今
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

千
住一
町
作
業
所
で
は
、
I
室

を
使
っ
て
a
度
身
体
障
害
者
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ープ
ロ
グ
ラ
マ

I
と
し
て
の
技
術
を
修
得
す
る

た
め
の
作
業
馴
練
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。目
標
は
国
家
賦
験
合

格
レ
ベ
ル
。訓
練
終
了
後
は
、

そ
の
ま
ま
職
業
的
自
立
が
で
き

る
よ
う
、
高
い
水
準
の
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
通
う
馴
練
生
の
I

人

、山
崎
秀
子
さ
ん
は
「
今
は
何

と
か
つ
い
て
い
く
の
で

精
一

杯

」と
言
い
な
が
ら
も
。意
欲
は

十
分

。
第
―
期
生
と
し
て

、「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
は
と
っ
つ
き
に
く
い
印

集
が
あ
る
け
れ
ど
、
挑
戦
す
る

薺
勢
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
」
と
陣

害
者
の
曽
さ
ん
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す

。

今
ま
で
車
い
す
陣
害
者
な

ど
、
重
度
の
身
体
皿
害
者
は

、

通
一

の
問
題
を
は
じ
め
就
労
に

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
ま
し

た
。コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
仕
事
は

。

体
を
使
う
作
業
が
比
暇
的
少
な

く
、
今
後
は
在
宅
勤
筋
の
遭
も

広
が
る
こ
と
か
ら
、
障
害
者
に

適
し
た
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

2
3区
で
も
初
め
て
の
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
作
業
馴
練
に
よ
っ
て

、

足
立
区
で
も
障
害
者
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
技
師
が
、
青
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

コンピュータ実習に励む山崎さん

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
1
)

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
に
は
、
身
分
制
度
の
歴

史
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
ず
。

戦
国
時
代
、
支
配
者
で
あ
る

戦
国
大
名
に
と
っ
て
、
自
分
の

立
珊
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、

民
衆
の
大
部
分
を
占
め
る
農
民

を
、
ど
の
よ
う
に
支
配
す
る
か

が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

農
民
か
ら
支
配
権
力
の
座
に

つ
い
た
豊
臣
秀
古
は
、
民
衆
の

力
を
知
り
す
ぎ
る
ほ
ど
知
っ
て

い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
農
民

の
力
を
も
ぎ
と
り
、
完
全
に
支

配
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
刀
狩

り
」
で
大
衆
の
武
器
を
取
り
上

げ
、「
検
地
」
に
よ
っ
て
最
民
を

田
畑
に
縛
り
つ
け
ま
し
た
。

刀
狩
り
や
検
地
は
、
農
民
か

ら
武
器
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
武
士
と
展
民
と
を
分

曜
さ
せ
、
そ
の
身
分
を
固
定
化

す
る
目
的
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。こ

う
し
た
政
策
が
、
江
戸
時

代
に
な
り
徳
川
幕
府
の
民
衆
支

配
の
必
要
か
ら
、「
身
分
制
度
」

と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
く
の
で

す
。徳

川
幕
府
が
、
全
人
口
の
7
%

し
か
な
い
武
士
階
級
を
も
っ

て
、
圧
倒
的
多
数
で
あ
る
民
衆

を
支
配
で
き
た
の
は
。
武
力
を

独
占
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

こ
の
武
力
を
も
と
に
、
さ
ま

"
'ま
な
制
度
や
法
律
を
つ
く
り

ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
。
強
力
に
す
す

め
ら
れ
た
の
が
、「
士
農
工
商
」

と
い
わ
れ
る
身
分
制
度
で
す
。

こ
の
身
分
制
度
に
よ
っ
て
、

職
業
や
結
婚
に
至
る
ま
で
制
限

が
加
え
ら
れ
、
そ
の
身
分
が
世

嬰
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
　
&

わ
せ
は
、
本
庁
曾
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

く

ら
し

の

情

報

国
民
年金

保

険

料

を

納
め
ら
れ
な
い
方
へ

年
金
保
険
料
を
吶
め
な
い
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
保

険
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
諜

(
中
央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は
、

お
近
く
の
区
民
事
務
所
へ
印

か
ん
、
国
民
年
金
手
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

配
録
係

啻
跏
5
1
5
1

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
で

困

っ

た

と

き

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣

ひ
と
り
観
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
お
子

さ
ん
が
、
病
気
や
ヶ

が
な
ど
で
、

一
時
的
に
家
事
や
育
児
が
で
き

な
く
な
っ
た
時
、
家
事
そ
の
他

日
常
生
活
の
手
伝
い
を
す
る
家

政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
給

賢
格
が
あ
り
、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
一

斉
し
て
い
る
家

庭
派
遣
回
数
1

度
の
申
膾
に
つ

き
5

回
以
内
(
年
加
回
ま
で
)

派
遣
時
間

午
加
7

時
か
ら
午

浚
7

時
ま
で
の
関
(
8

時
間

ま
た
は
4

時
間
を
1

回
と
す

る
)

申
込
方
法

戻
鰐
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
券
等
)
と
印

か
ん
を
持
参

※
緊
急
の
場
合
は
、
代
理
人
、

一
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
助
成
係

`
‘
8
8
2
-
1
1
1
㈹

こ
ど
も

い
じ
め
と
非
行
の

特

別

相

談

区
教
育
委
員
会
で
は
、
9
月

を
『
い
じ
め
と
非
行
の
特
別
相

談
月
間
』
と
し
、
電
話
と
来
所

に
よ
る
相
鮫
を
し
て
い
ま
す
。

受
付
日
時
9

月
1
日
1
3
0
日

の
月
曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
1
0蒔
I
午
後

4
蒔

相
談
鳩
所
▽
教
育
セ
ン
タ
ー
　

教
育
相
談
室
(
来
所
相
談
の
　

予
約
一
:
き
8
5
9
9
5
3
1
、電
　

話
相
談
-
:
魯
咄
7
8
6
7
)
　

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

綾
瀬
分
室
(
来
所
相
談
の
予

約
…
a
讎
3
5
8
8

、
電
話

相
鮫
は
あ
り
ま
せ
ん
)

▽
指
導
室
教
育
相
鮫
(
区
役

所
本
庁
舎
7
階
、
来
所
相
談

の
予
約
・
:酋
靦
1
1
1
1

内

線
4
1
8
1

、
一
話
相
談
・・・

魯
8
8
2
-
1
7
0
)

減

免
し

ま
す

幼
稚
園
の
保
育
料

幼
児
の
幼
稚
園
就
園
を
奨
励

す
る
た
め
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象

区
内
に
居
住
し
、
公
認

私
立
幼
稚
園
お
よ
び
公
立
幼

稚
圜
に
5
歳
児
(
昭
和
5
7年

4
月
2
日～
5
8
年
4
月
1
日
　

生
)
、
4
歳
児
(
昭
和
5
8
年
4
　

月
2
日～
5
9
年
4
月
1
日
　

生
)
を
通
圜
さ
せ
て
い
て
、

右
責
に
該
当
す
る
葷
庭

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
爾
え

て
あ
る
申
請
用
紙
に
、
必
要

一

項
を
配
入
の
う
え
、
昭
和

6
3年
度
区
民
税
課
税
証
明
S
　

等
を
添
え
、
各
幼
稚
園
長
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
9

月
1
4
日

問
合
せ
先
本
庁
舎
・
学
一
第
　

二
係
`
‘
8
8
2
1
1
1
1
㈹

お
し
らせ

1
6ミ
リ
映
写
機

操
作
再
講
習
会

映
写
機
換
作
技
術
の
向
上
、

復
習
を
さ
れ
た
い
方
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
9

月
1
7日
(
土
)
、
午
後

2
時
I
7
'
時
の
関

場
所

中
央
本
町
社
会
敵
斉
館

内
容

新
旧
映
写
機
の
操
作
方

法
対
象
1
6
ミ
リ
修
了
証
所
持
者

受
講
方
法

修
了
証
を
持
参
の

う
え
、
直
接
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
受
講
時
間
は
自
由
で
す

問
合
せ
先
一
本
庁
舎
・
文
化
振

興
係

豐
8
8
2
1
1
1
1㈹

あ
な
た
の
家
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

安
全
で
す
か

大
地
震
の
と
き
、
市
街
地
で

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
の
倒

壙
に
よ
る
人
身
事
故
が
多
数
配

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

倒
壊
は
、
道
路
を
ふ
さ
ぐ
の
で
、

避
難
の
妨
げ
と
も
な
り
、
た
い

へ
ん
危
険
で
す
。

鉄
筋
で
補
強
さ
れ
て
い
な
い

等
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
よ

り
安
全
な
生
垣
や
金
網
塀
に
作

り
直
し
ま
し
ょ
う
。
災
害
に
強

い
縁
畳
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
生
垣
を
作
る
方
に
は
、

工
事
一

の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
補
助
金
の
交

付
額
は
左
衷
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先

▽
ブ
ロ
ッ
ク
聨
に

つ
い
て
・・・
本
庁
舎
・
雇
豪
縢

構
透
係

▽
生
垣
に
つ
い
て

・
:本
庁
舎
・
緑
化
係

い
ず

れ
も
、
魯
8
8
2
1
1
1
1
㈹

保育料の減免額

● 世 帯 構 成員 中 、2人以 上 に所 得 が ある場 合 は 、所 得割 課 税 額 の 合 計 額とする。

助 成 金 の 額

i 上 妃の 會額を超える崎合は、驢4 分は自己負担となり、上
妃金額以下の場合は実賢癪を交付し ます。
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慰
労
品
・
慰
労
金
の
支
給

戦
後
、ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
域
で
、強
制
抑
留
さ
れ
た
方
へ

こ
の
ほ
ど
、
平
和
祈
念
事
業
特

別
墨
金
等
に
闘
す
る
法
律
が
成
立

し
ま
し
た

。
同
法
に
基
づ
き
、
戦

後
。
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地

域
で
強
制
抑
留
さ
れ
、
日
本
に
帰

還
し
た
方
ま
た
は
そ
の
遺
族
に
、

慰
労
品
・
慰
労
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
紿
金
品
と
該
当
す
る
方

▽
慰
労
品
(
銀
杯
お
よ
び
S
状
)
　

・
:
抑
留
者
本
人
お
よ
び
遺
族
で

6
3年
8
月
1
日
現
在
日
本
国
籍

を
も
つ
方

▽
慰
労
金
1
0万
円
(
2

年
償
還

の
記
名
国
債
)
…
慰
労
品
該
当

者
で
、
次
に
か
か
げ
る
年
金
恩

給
等
を
受
給
し
て
い
な
い
方
　

①
恩
給
法
等
の
規
定
に
よ
り
給

付
さ
れ
る
曾
通
恩
給
、
傷
婀

恩
給
、
扶
助
料
等
(
一
時
恩

紿
、
一
時
扶
助
料
、
一
時
金

を
除
く
)

②
援
護
法
の
規
定
に
よ
り
給
付

さ
れ
る
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
等

③
抑
留
期
間
が
算
入
さ
れ
て
い

る
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ

り
給
付
さ
れ
る
退
職
年
金
、

遺
族
年
金
等

擯
求
方
法

請
求
一

類
を
直
接

「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」

あ
て
に
爵
求
し
て
く
だ
さ
い

柵
求
S
類
交
付
場
所

本
庁
舎
・

民
生
佩

崎
求
期
限

昭
和
6
8年
3

月
3
1日

請
求
先

平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
・
業
務
第
二
課
(
〒
1
1
2文
京

区
大
塚
5
1
3
-
1
3
)

閥
合
せ
先
平
和
祈
念
事
業
特
別
　

基
金
・
業
務
第
二
課
(
a
9
4
5
4
　

7
0
3
)
ま
た
は
本
庁
舎
・
民
　

生
係
(
`
‘
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

戦没者の父母等に
対する特別給付金

戦
没
者
の
父
母
等
で
'
a

に
該

当
す
る
方
は
、
継
続
し
て
特
別
給

付
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
請
求
期

限
日
で
時
効
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

対
象

次
に
挙
げ
る
日
現
在
、
公

務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等
の
受

紿
権
の
あ
る
峨
没
者
の
父
母
等

で
、
同
日
ま
で
に
氏
を
同
じ
く

す
る
自
然
血
族
の
子
ま
た
は
孫

を
も
つ
に
至
ら
な
か
っ
た
方

▽
昭
和
闖
年
1
0月
1
日
現
在
、

①
昭
和
5
5年
1
0月
1
日
発
行
、

第
7
回
特
別
給
付
金
国
雇
債
券

「
は
号
」
(
6
0万
円
)
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方

②
昭
和
5
5年
1
0月
1
日
発
行
、

第
3
回
特
別
給
付
金
国
雇
債
券

「
る
号
」
(
1
0万
円
)
の
受
給
柵

を
取
辱
し
た
方

▽
昭
和
叨
年
り一
月
1
日
現
在
、

③
昭
和
5
5年
1
2月
1
日
発
行
。

第
3
回
特
別
給
付
金
国
麿
債
券

「
る
号
」
(
1
0万
円
)
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方

請
求
期
限

①
②
・
:
昭
和
6
3
年
9
月
3
0
日
　

③
…
…
昭
和
6
3
年
1
1
月
3
0
日
s

求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
民

生
佩

眥
8
8
2
1
1
1
1
㈹

気をつけよう

悪徳商法
消費 者センタ ーだより

思
徳
商
法
が
区
内
で
も
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
売
る
側
は
ど

の
よ
う
に
客
に
接
近
し
て
く
る
の

か

。そ
の
手
口
を
数
例
あ
げ
て
み
ま

し
た

。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い

。

▽
催
眠
商
法
…
集
会
場
な
ど
に
多

く
の
人
を
集
め
て
、
桑
し
い
話

を
し
な
が
ら
、
健
康
食
品
、
健

康
機
器
、
羽
毛
布
団
な
ど
を
売

り
つ
け
ま
す

▽
原
野
商
法
・・一二
足
三
文
の
原
野

を
「
将
采
か
な
ら
ず
僵
上
が
り

す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
充
り

つ
け
ま
す

▽
か
た
り
商
法
・・・
「
消
防
署
の
方

か
ら
き
た
」
な
ど
と
、
あ
た
か

も
公
的
機
関
の
よ
う
な
顏
を
し

て
、
消
火
器
を
充
り
つ
け
ま
す

こ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な

思
徳
商
法
が
あ
り
ま
す
。

「
何
か
変
だ
な
」
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
テ
レ
ホ
ン

昔
貘
5
3
8
0

9
月
の
消
費
者
学
級

身
近
な
消
費
生
活
上
の
問
題
を

皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

勉
強
会
を
閲
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

▽
9
月
2
0日
・
:ご
み
問
題

に
つ
い
て

▽
9
月
2
1日
…
水

と
石
け
ん
(
と
も
に
午
後
1
時

3
0分
I
3
時
3
0分
)

鳩
所

消
賢
者
セ
ン
タ
よ
無
料
)

定一
5
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約
(
9
月
5
　

日
か
ら
受
付
)

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
ー

魯
脚
5
3
8
5

歩
か
ず
に

や
た
ら
に

乗
る
く
せ

悪
い
く
せ
健 康 増進普及 月間

9 月1 日 ～30 日

足
を
使
う
こ
と
は
健
康
の
基
本

で
す
。
老
化
は
足
か
ら
始
ま
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
足
は
使
わ
ず
に

い
る
と
。ど
ん
ど
ん
衰
え
ま
す
。血

蔽
の
循
環
が
悪
く
な
り
、
栄
養
が

行
き
届
か
な
く
な
る
か
ら
で
す

。

最
近
、
運
動
歩
行
(
エ
ク
サ
サ

イ
ズ

ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
)

が
静
か

な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

。
こ

れ
は
散
歩
の
よ
う
に
ブ
ラ
ブ
ラ
歩

く
の
で
は
な
く
、
運
励
す
る
と
い

う
目
的
意
識
を
も
っ
て
歩
く
こ
と

で
す
。

普
通
、
私
た
ち
は
毎
分
6
0
～
7
0

㍍
で
歩
き
ま
す
が
、
毎
分
1
0
0㍍
程

度
の
速
さ
で
歩
く
と
、
運
動
効
果

が
あ
り
ま
す
。

9
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
。

み
な
さ
ん
も
、
歩
く
こ
と
か
ら
健

康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

Λ
保
便
所
・
保
健
相
談
所
V 消費者センターは、情報が豊富

です( 消費者テスト教室)

みんなの健康 足 立 保 健 所 　855- 416111螽 瞿晶 棗 芸肱 紹1

和保健相談所 　606- 4171　隘 翡 ぷ晶J g 噐二屆

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業

、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
肢
体
不
自
由
児
者
父

母
の
会
バ
ザ
ー
9
月
2
5
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

/
竹
の
獗
セ
ン
タ
ー
/
日
用
雑

貨
、
手
作
り
品
、
干
物
他
、
模

擬
店
/
日
用
雑
貨
品
等
の
提
供

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
/

▽

岸
t
4
O
S
8
1
6
2

☆
交
通
遺
児
母
の
会
第
9
回
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
9

月
2
3

日
(
祝
)
、
午
前
1
0時
I
午
後
4

時
/
東
急
百
貨
き
東
横
店
2
階
/

提
供
で
き
る
物
品
が
あ
り
ま

し
た
ら
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
(
9

月
1
0日
ま
で
)
/
▽
交
通
遺
児

毋
の
会

魯
4
6
1
6
5
3
4

☆
区
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
連
盟

公
認
準
指
導
a

餮
生
講
習
会

9
月
2
5日
、狛一
月
2
・
9
日
、
午

前
8
時
～
正
午
/
ロ
ー
ラ
ー
リ

ン
ク
東
京
マ
リ
ン
お
よ
び
東
京

マ
リ
ン
本
部
/
実
技
と
講
義
お

よ
び
テ
ス
ト
、
合
格
発
表
は
郵

送
で
通
知
/
2
千
円
/
募
集
締

切
9
月
匐
日
/
▽
ロ
ー
ラ
ー
リ

ン
ク
東
京
マ
リ
ン
a
s
3
1

=
募

集
=

☆
中
国
健
康
体
操
・
練
功
十
八

法
講
習
会
毎
週
土
曜
日
、午

前
1
0
時
～
1
1
時
/
ボ
ナ
(
イ
ツ

中
川
集
会
所
/
月
額
千
瞋
円
/

太
極
拳
も
あ
り
/
▽
香
取

魯
6
2
8
2
6
7
2

☆
相
撲
連
盟
会
a
区
内
在
住

・
在
動
の
一
般
男
子
で
、相
撲

経
験
者
、相
撲
に
興
味
の
あ
る

方
、相
撲
を
通
じ
て
少
年
相
撲

の
奉
仕
活
動
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
/
▽
宝
田
s
8
8
8
4
3
4

☆
生
け
花
(
池
坊
)
と
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
毎
週
木
曜
日
、午
後

6
時
～
8
時
4
5
分
/
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
/
初
心
者
歓
迎
/

月
額
2

千
円
ヽ

―
回
瞋
円
/

▽
県

。

豐
6
0
1
4
8
7
5
(
午
後
6

時
以

降
)

☆
通
所
訓
練
施
設
『
あ
か
し
あ

の
家
』
肢
体
不
自
由
者
の
機

能
訓
練
を
兼
ね
て
ウ
エ
ス
作
巣

を
し
て
い
ま
す
。不
用
と
な
っ

た
衣
類
、シ
ー
ツ
等
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。取
り
に
う
か

が
い
ま
す
/
▽
あ
か
し
あ
の
家
`

‘
叫
4
4
7
8
(

午
前
9
時
～

午
後
4
時
)

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
(
あ
ひ
る

僉
)

隔
週
土
・
日
皿
日
/
2
6

綫
ま
で
の
女
性
、
初
心
者
大
歓

迎
/
入
会
金
1
0
0円
、
月
額
3
0
0円/

▽
森
山

酋
8
8
5
2
6
2
4
　
(

午
後
8
時
1
1
1‥時
)

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
伊
興
レ
デ
ィ

ー
ス
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
)
毎

週
水
曜
日
、午
後
1
時
～
3
時

/
竹
の
獵
温
水
プ
ー
ル
体
育
室

/
経
験
1

年
以
上
の
女
性
/
入

会
金
千
円

、
月
額
3
千
円
/

▽

国
井

啻
跏
2
1
7
0

☆
少
年
硬
式
野
球
選
手
(
足
立

リ
ト
ル
リ
ー
グ
)
毎
日
窿
日

・
祝
日
/
日
の
出
緑
地
グ
ラ
ウ

ン
ド
(
堀
切
僑
近
く
)
/
男
女

問
わ
ず
小
学
生
/
月
額
2
千
5
0
0

円
/
▽
腰
本
魯
朏
3
0
5
9

☆
足
立
(
I
モ
ニ
カ
愛
好
僉

'
月
3
回
火
曜
日
、
午
後
6
時
3
0

分～
8
時
3
0
分
/
第
十
四
中
学

校
(
竹
ノ
獵
駅
西
口
5
分
)
/

月
額
2
千
8
0
0円/
▽
岩
崎
a
8
9
9
2
7
1
5

☆
江
北
ジ
ャ
ズ
体
操
同
好
会

毎
週
土
曜
日
、
午
後
7
時
～
8

時
4
0分
/
江
北
中
学
校
体
育
館
/

定
員
5
0人
/
月
額
瞋
円
/
▽

串
田

豐
8
9
6
0
3
7
0
(
午
後
2

時
～
5
時
)

☆
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
`
'
ブ
　

ド
ラ
イ
ブ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
旅

行
な
ど
/
2
1
晩
～
3
5
歳
/
▽
曹

原
a
8
9
6
0
3
3
1
(

午
後
8

時
～
1
0
時
)

掲
示
板

・

傷
病
共
済
制
度
の
申
込
み
受

付
都
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に

病
気
や
ヶ
ガ
に
よ
り
就
業
で
き

な
い
場
合
(
自
宅
療
養
を
含
む
)

に
休
業
禰
償
す
る
傷
鍔
共
済
制

度
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

対
象

満
1
5歳
か
ら
6
9斌
ま
で

の
専
業
的
家
内
労
働
者
、
従

業
員
4
人
以
下
の
製
造
業
を

営
む
個
人
事
業
主
お
よ
び
そ

の
家
族
従
事
者

※
掛
金
、
申
し
込
み
方
法
な
ど

く
わ
し
く
は
、問
合
せ
先
ま
で

。

申
込
み
先

抛
東
京
都
動
労
福

祉
協
会
(
〒
1
6
2新
宿
区
神
楽

河
岸
1
-
1
)

問
合
せ
先

勵
東
京
都
勤
労
福

祉
協
会
傷
病
共
済
室
(
豐
2
6
8
　
7
9
5
1
)

ま
た
は
都
・
労

働
経
済
局
労
働
福
祉
課
(
豐
2
1
2
5
1
1
1

㈹
)

・
電
気
安
全
講
習
会
の
ご
利
用

を
関
東
電
気
保
安
協
会
で
は
、

区
民
の
方
々
を
対
象
に
「
電
気

安
全
講
習
会
」
を
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
日
時
、一
所
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

関
東
電
気
保
安
協

会
東
京
東
事
業
本
部

啻
靦
5
5
1
1

・
住
宅
金
融
公
庫
第
2
回
個
人

向
け
融
資
の
募
集

融
食
の
種
別

▽
一
般
住
宅
建

設
資
金
(
一
般
貸
付
け
)
　

▽
建
充
住
宅
購
入
資
金

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
賢
金

募
集
期
間
9

月
9
日
ま
で

受
付
場
所

住
宅
建
般
・
購
入

(
予
定
)
場
所
と
同
一
都
道
盻

県
内
で

「
住
宅
金
融
公
攤
業

筋
取
扱
盾
」
と
表
示
し
た
金

融
機
関
。
な
お

、
住
宅
建
般

・
購
入
(

予
定
)
場
所
が
関

東
地
区
の
場
合
は
、
当
公
廈

東
京
住
宅
セ
ン
タ
ー
で
も
受

け
付
け

借
入
申
込
I
配
布
場
所

▽
公

庫
業
務
取
扱
店
・
▽
当
公
庶

支
店
・
東
京
住
宅
セ
ン
タ
ー

※
別
に
継
続
募
集
し
て
い
る
融

資
も
あ
り
ま
す

。

問
合
せ
先

住
宅
金
融
公
廩
東

京
支
楹
住
情
報
サ
ー
ビ
ス
・

広
報
担
当

豐
揃
1
1
3
1

・
中
国
大
黄
河
曲
技
芸
術
団
東

京
公
演

日
時
9

月
2
0日
、
午
後
2
時

3
0分
・
午
後
6
時

場
所

足
立
区
文
化
会
館

入
場
料
2
千
円
(
一
般
席
)

※
前
売
り
は
、1
0
人
以
上
団
体

1
割
引
、小
・
中
学
生
2
割
引
。

問
合
せ
先
日
本
国
際
交
流
s
　

会

昔
捐
9
5
3
5

・
短
期
技
能
講
習
「
最
近
の
テ

レ
ビ
受
信
技
術

」

日
程
1
0

月
1
2日
1
1
9
日
(
6
　

日
間
、
延
べ
2
1時
限
)

場
所

足
立
高
等
職
業
技
術
専

門
校

対
象

電
気
工
事
な
ら
び
に
テ

レ
ビ
受
信
設
備
工
事
関
係
に

働
く
技
能
者
、T
v

サ
ー
ビ

ス
技
術
員
お
よ
び
テ
レ
ビ
技

術
に
関
心
の
あ
る
方

定
s
4
0
人
(
先
s
順
)

s
用

千
円

受
付
日
時
9
月
1
4
日
～
2
1
日
　

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

高
等
職
業
技
術
専
門
校

酋
莇
6
1
4
9

青
空
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う
・
-

道
路
は
広
く
、
有
効
に
-

車
は
車
庫
、
駐
車
場
へ

西
新
井
・
千
住
　

・
綾
瀬
警
察
署
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チ
ャ
レ
ン

ジ
!

第
4
1回
区
民
体
育
大
会

・

陸
上
餓
技

日
時
1
0

月
2
日
(
予
備
日
9
日
)
　

午
前
8
時
～
午
後
4
時
3
0分

堝
所

平
野
運
動
場

鶫
技
区
分

▽
一
般
男
子
・
女
子

▽
中
学
男
子
・
女
子

▽
壮
年

男
子
(
4
0歳
・
5
0歳
・
6
0歳
以
上
)
　

・
女
子
(
3
5歳
以
占

対
一
区
内
在
住
・
在
一
の
方

S
用
▽
一
般
・
:
7
0
0
円
▽
中
学
　
-

:
崩
円

▽
リ
レ
ー
・・・
瞋
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
、
直
接

申
込
期
限
9

月
1
3日

、
午
後
3
　

時
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

鈴
木
澄
夫
(
千

住
旭
町
3
8
-
―

第
十
六
中
学

校
内

豐
8
8
8
6
4
3
6
)

・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

知
時
9

月
1
1‥日

、
1
0月
9
日
、

午
前
9
時
か
ら

鳩
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ほ
か

種
目
6

人
制
・
9
人
制
の
男
女

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

対
霞

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
S

用
I

チ
ー
ム
2
千
5
0
0円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
、
中
央

本
町
体
育
館
会
議
室
へ

申
込
期
限
9

月
6
日
(

午
後
6
　

時
3
0分
か
ら
代
詼
委
員
会
)

申
込
・
問
合
せ
先

山
崎
弘
孝

一一
Ⅲ
0
3
1
8

・

卓

球

日
時
9

月
2
5日
、
午
前
9
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

一
般
・
中
学
男
女
別
団
体

軟
(
4
単
1
複
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
)

対
象

中
学
生
以
上
の
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方
で
5
人
以

上
の
チ
ー
ム
(
中
学
校
は
I
校

5
チ
ー
ム
ま
で
)

S
用

▽
一
般
チ
ー
ム
・
:翻
円
　

▽
中
学
生
チ
ー
ム
…
朷
円

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
チ

ー
ム

名

、
S
任
者
名
、
電
話
番
号
、

出
場
メ
ン
バ
ー
の
氏
名
、住
所
、

勤
務
先
を
明
記

申
込
期
限
9

月
1
6日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

▽
一
般
・
:庄

司
徳
之
助
(
〒
1
2
1西
伊
輿
4
-
　
5
1
1
1

‥

魯
8
5
3
2
0
3
8
)
　

▽
中
学
・・・内
田
敏
幸
(
〒
1
2
0東

和
3
-
1
7
-
1
5

魯
莇
8
3
3
　
5

蒲
原
中
学
校
)

・

軟
式
庭
球

日
時
1
0

月
2
日
(
予
備
日
2
3日
)
　

午
前
9
時
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ほ
か

競
技
種
目

男
子
の
部
(
一
般
・
成

年
・
壮
年
)
、女
子
の
部
(
一
般
・

家
庭
婦
人
)
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

対
象

区
内
在
住
の
方
、
連
盟
加

入
者

費
用
I

チ
ー
ム
千
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
郵
送

申
込
期
限
9

月
2
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

嘱
聊
正
昭

(
〒
1
2
0千
住
柳
町
2
8
-
2

魯

8
8
8
3
7
0
6
)

・

ク
レ
ー
射
撃

日
時
9

月
1
5日
。
午
前
9
時
～

午
後
3
時

堤
所

栃
木
県
総
合
射
撃
場

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
で

散
弾
銃
の
所
持
者

戝
技
種
目

ト
ラ
ッ
プ
、
ス
キ
ー

ト
の
郡
、
各
2
5撃
2
回

費
用
5

千
円

申
込
方
法

会
費
を
添
え
、
当
日

直
接
会
場
へ

※
銃
砲
所
持
許
可
証
、
火
薬
譲
受

杵
可
証
を
必
ず
持
参
。

問
合
せ
先
伊
藤
辰
男
a
6
0
5
4

郷
土
博
物
館
講
演
会

く
ら
し
と
道
具

日
時
9

月
1
1
(日(
日
)
、
午
後
2
　

時
か
ら

講
師

小
泉
和
子
氏
(
生
活
史
研

宛
所
代
表
)

費
用

無
料

申
込
方
法

一

話
予
約

申
込
期
限
9

月
9
日

申
込
・
問
合
せ
先
郷
土
博
物
館
　

a
a
q
`
3
9
3

ご参加ください

北千住CI シンポジウム
北千住の未来像を語ってみませんか

日
時
9
月
2
4
日
(
土
)
、午
後
2
　

時
～
4
時
3
0
分

場
所
J
R

北
千
庄
駅
ビ
ル
フ
階

w
I
z

サ
ロ
ン

爾
演

高
橋
潤
二
郎
氏
(
慶
応
義

塾
大
学
教
授
)

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・・・
古
田
隆

彦
氏
(
青
森
大
学
教
授
)

▽
パ

ネ
ラ
ー
・
:田
中
利
見
氏
(
上
智

大
学
教
授
)
、村
山
友
宏
氏
(
地

域
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
取
締
役
)
、

中
村
正
氏
(
足
立
区
企
図
部
主

幹
)

※
フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
大
歓
迎
。

ス
ラ
イ
ド
上
映
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計
画

課
a
8
8
2
1
1
1
1

㈹

情
報 コ ー ナ ー

〈〈〈〈青 年 教 室 〉〉〉〉

チャレンジ作詞入門
「曲のことを考えた詞」について

学びます。作飼の経験のあるなしに
かかわらず、気 鰹にご参加ください。
日時・内容 下表のとおり
場所 梅田センター
講師 還藤幸三氏( 作詞家)
定員40 人( 応募多数の際は抽選)
申込方法 往復ハガキに住所。氏名、
年齢、電話 番号、r青年教室受講希
望j と明配

申 込・期限9 月12日 必ヽ着
申 込問合せ先 本庁舎・青少年係
〒120 千住1- 4- 18
0882 ―1111㈹

※ いずれも午後7 時30 分～9 時

健康体操講習会

ス ト レ ッ チ 、

エアロビクス

など

日時・場所じ>第1回・・・10月1・8　
・15日、午前9時30分～正午、伊　
興体膏館c>第2回… 10月17・18　
・24・25日、午後6時; x) 分～8時　
30分、中央冰袰7体青館
対象18 譫以上の区内在住・在勤の
方で、地域の指導的立蝿にある方
および指導者を目指す方
定員 各回50人(応募多数の際は抽選3
申込力法 往復ハガキに伎癆、氏名、
年鵬、● 話番号、● 業、講習会名
(第1 回、第2 回の別も) を明記

申iλ 細限9 月24日必4
申込・問合せ先 本庁舎・体育振興
係 〒120千住1 ―4―18
0882 ―1111㈹

介 護 入 門 講 座
参加者募集

平均寿命の伸長に伴い。家庭におい
て介霞を必麕とする人は、ますます増
加しています。介霞する人にとっても、
される人にとっても、必要なより良い
介護の基本を実習を通して学びます。
日程・内容 右表のとおり
対象 区内在住・在勤・在学の方
鵬師 後蟇栄子氏( 日本在宅看護普及
会そt表) ほか
定員30 人( 抽選)
費用 受講料無料( ただし教材費実費
負担1, 0〔X〕円)

申込方法 往復ハガキに住所、氏名、

年齢、職業、電話番号、希望理由、
「介護入門講座」と明記

申込期限9 月12日必4
場所・申込・問合せ先 婦人総合セン
ター 〒123梅田7- 33- 1 エル・
ソフィア内c880 ―5222

いずれも午後2 畤 ～4 畤

人・まち・ふれあい・緑

' 88みどりのまつり開催
日常生活の中でうるおいとやすら

ぎを与える緑に、区民の皆さんがよ
り 観しめるよう、「みどりの まつり」
を閲催します。
ぜひ、ご来場ください。

日時10月l ・2日、午前1じ彫～4　
時( 雨天中止)

場所 大境公園( 西竹の塚l - 9- 　1
、第十四中隣り)

主な催し物 に>苗木・鉢物の展示即
充会 冫 青空間芸 教室 し〉球根、
花の種、 土の配布 冫 金魚 すくい
C>各種パネ ル展 示 など

※ 詳しく は、「あだち広報」9 月20 日
号でお知ら せし ます。
問 合せ先 本庁舎 ・緑化 係
0882- 1111 ㈹

女のフリースペース

「10代の現在」
婦人総合センターでは、毎月1 回、

各界で活皿中の方を招き、リラック
スした雰囲気の中で語り合える自由
な交流の 「ひろぱ」づくりを目指し
ています。
日時9月22日( 木) 、午後6時30分　～

9時
対霞 区内在住・在勤・在学の方
講師 北村年子さん( フリーライタ
ー、「少女宣言」著者)

費用 無料
申 込方 法 電話、直接窓口、ハガキ
( 住所、 氏名、 年齢、職業を明記)
のい ずれも可

場所 ・申 込・問合せ先 婦人総合セ
ン ターI 〒123 梅田7- 33- 1 工
ルソフ ィア内0880 ―5222

少年活動リーダー講座
少年活動の指導者として必要な理
論、実技を修歸する諷庠を庸催しま
す。
● 第5回子どもの遊びのために大人
ができること
日時9月14・21・28日、午後7時　～

9時
● 第6 回レクリエーションダンス入
門
日時10月13・20・27日、午後7脾　～

9時
場所 いずれも梅田センター
対象 区内少年団体指導者および興
味のある方

申込方法 所定の用紙または電話
申込期取 に>第5 回… 9 月10日 に>
第6 回… 10月8 日

申込・問合せ先 本庁舎・青少年係
0882- 1111 ㈹

ボランティア・スクール開講

日時 ・内容 下表のとおり
場所 勤労福祉会館( 綾瀬プルミエ
内)
対象 ボランティア活励に腸Cヽ のあ
る方
定員40 人( 先着順)
費用 無料
申込方法 直接窓口または電話予約
申込・問合せ先 社会福祉協議会
c888 ―1550

※ いずれも午俵1時30分～3躊30分

ふ れあ い 動 物 園
小さな動物たちとお話しよう

さわやかな秋風の吹く公園で 、や
ぎやうさぎ 、モルモットなどのかわ
いい 動物 とな かよし になり ませ ん
カゝ。
日時9月15日( 雨天の場合は18日) 　
午前1( 跨～午後3時

場所 あいぐ み緑地公園( 花畑6- 　3- 1)

問合せ先 中央本町庁舎・公園管理
m0880 ―5261

特別経済講演会
日時9月22日( 木) 、午後1時30分　～

3 時
堤所 産笑振興館 〔入場無料〕
テーマ 現在の好況は、いつまで繝
くのカヽ

講師 並木信攜氏( 日本経済研呪セ
ンタ ー理搴)

問 合 せ先 中央 本町 庁 舎・ 経済課
( 　880 ―5191) 、東京商工会議所
足 立支部( 四Q只19 渕) ) 東部区民福祉センター

趣 味 の 教 室
◆ 茶道教室

日程10月～3月( 原則として第1・　
3木鑼日、午前9時30分～正午) 全　
12回

対象 区内在住・在勤の女性( 初心 者)
内容 茶席の作法( 費千葷 不白流)
定員30 人( 応募 多数の際は抽選)
費用2, 0001 円( 全回分 の教材費)
申 込方法 往復ハガ キに住所、氏名( ふ
りがな) 、年齢、電話番号、「茶道教
室」と明配

申 込期限9 月13日消印育効

◆ 手芸教室

日時9月14日、10月12日、午後1時　～
4時

対象 区内在住・在励の女性
内容 絞り染め(のれん・エプロンなど)
定員30 人( 先着順)
費用1, 0001円( 布、染料代)
申込方法 直接窓口または皿話
受付開始9 月6 日
申込・問合せ先 東部区民福祉ゼンタ
ー 〒120東縱瀬1- 5- 17
0605 ―7101

参加してみませんか

区内施設めぐり
区内の公共施設、名所をバスで巡つ
てみませんか。
日程9 月22日( 木)
集合場所・時聞 本庁舎( 千住) 前、
午前8 時20分

主な見学先 中川処理場、郷土薄物館、
花畑紀念庭園、見沼代親水公園、都
市農業公園、西新井大師

定員80 人( 先着順)
費用 冫 観光協会会員… 1, 500円 に>

会員以外… 2, 000円( いずれも昼食
付)
※ 会費は当日お支払いください。
申込方法 電話予約( 庄所、氏名、電
話番号、会員、非会員の別を伺いま
す)
受付開始9 月6 日
申込・問合せ先 足立区観光協会事筋
局( 中央本町庁舎・経済課内)
0880 ―5191

N. T. S. 235, 000


